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＜研修テーマ＞ 「人口減少問題に対応した社会教育行政の在り方」 

～行政間連携と地域住民との協働に向けた方策について～ 

平成 28 年 6 月 2 日（木）～3 日（金）に、道民活動センタービル（かでる 2･7）を会場に、「平成 28 年度全道社会教育主事等研修会」を
開催しました。道内の市町村教育委員会担当職員、社会教育関連施設職員、生涯学習･社会教育関係団体職員、生涯学習に関わる道民など 269
名が参加し、人口減少を背景に「地域を好きになる学び」（仮）について、社会教育ができることについて研修を深めました。本号では、講

義や講演、協議におけるポイントを御紹介します。 

人口減少を背景に 
「地域を好きになる学び」（仮）＝「地域のことを考える」人づくり担い手づくり 

【説明】 「北海道における社会教育・生涯学習のために」 

★説明者：道立生涯学習推進センター主査 會田大祐 

 研究の方向性「持続可能な社会づくり」→「地域を好きになる人材の育成」→「地域に関する学び（地域学）」 

研究１年目のまとめ 

◆持続可能な地域づくりの担い手 を 自分の地域について考え、その学びを行動に移す人 と設定 

◆担い手の育成に有効な手立て は「地域学」などを視点とした学習機会の提供 である 

2 年目の研究として･･･ 

◆人口減少問題に対応した具体的な学習内容とその提供の在り方 を考える 

◆「学びを提供する」「学びを行動につなげる」ための体制づくり を考える 

 

 

                     の視点で 

実践事例 

①「地方創生への挑戦」～かみしほろ学園構想による人材育成の仕組みづくり～（上士幌町） 

②「母親との相互支援」～乳幼児母親家庭教育学級「すくすく学級」の実践～（別海町） 

 

地域の担い手づくり 

地域住民との協働 

【道民カレッジ 15 周年記念シンポジウム】 「『地域を好きになる学び（仮）』の可能性を探る」 

★シンポジスト： 北海道大学名誉教授・石狩市社会教育委員長    木村   純 氏 

                         株式会社ｽﾎﾟｰﾄﾋﾟｱ代表取締役社長・ﾈｲﾊﾟﾙ深川所長 安田 光則 氏 

                         道民カレッジ生                                榎本 聰子 氏 

                 ： 道立生涯学習推進ｾﾝﾀｰ主幹                      阿部 隆之 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論点１「地域を好きになる学び」の可能性 

論点２ 地域での学びをどのように作っていくか 

論点３ 地域を好きになる学びのキーワード 

道民カレッジ15周年を記念

し、関係する方々によるシン

ポジウムを行いました。冒頭

に、学長である高橋知事が記

念の挨拶を行いました。 

安田氏 地域や団体と連携していくことは難しい。農業体験を例

にとると、一人一人の農家の方は非常に熱心で協力的だ

が、一人一人が社長であり考え方が異なっているため、

目的や幹になるものを明確にすることが重要。 

榎本氏 自分は学び続けることで地域を好きになることができ

た。こうしたことを多くの方に知ってもらって、多くの

方に地域を好きになってもらいたいと思う。 

木村氏 学びを進めていくためには、地域の産業や生活に踏み込

んでいくことが大切で、その際、他の領域や機関と連携

するために社会教育主事の関わりが重要になる。 

安田氏 直接体験させる。すべて教えるのではなく、感じさせる

ことが必要。 

榎本氏 社会全体が高齢者の学びの重要性を認識してほしい。 

木村氏 地域を知る学びから、地域をつくる学びへの転換。地域 

を知ることからどう発展させ、変えていけばいいのかを 

それぞれの地域の社会教育の柱にしていく。 



【研究協議】「行政間連携と地域住民との協働に向けた方策について」  

★第 1 分科会：人口規模 3,000 人未満        （ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：生涯学習推進ｾﾝﾀｰ社会教育主事  勝己） 
★第 2 分科会：人口規模 3,000 人以上 5,000 人未満 （ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：生涯学習推進ｾﾝﾀｰ主査     會田 大祐） 

★第 3 分科会：人口規模 5,000 人以上 10,000 人未満 （ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：生涯学習推進ｾﾝﾀｰ主査         川森 功偉） 

★第 4 分科会：人口規模 10,000 人以上                （ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：石狩教育局社会教育指導班主査 石田 貴宏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講演】「地方創生の時代における社会教育の展開」～地域を元気にする社会教育の新しいかたち～ 

★講師：徳島大学大学開放実践ｾﾝﾀｰ長 教授 馬場 祐次朗 氏 

 

 

「学びの場」と「コミュニティー形成」をつなぐ支援 

 

 

１ 「自前主義からの脱却」：アンテナを高くして、自分の立ち位置を意識する 

２ 教育資源のデータベース化：地域に出かけ、地域を知り、自分の資源を豊かにする 

３ 「自立した市民」の育成：地域の課題に気づき、主体的に活動できる人材の育成 

４ 学びと活動をつなぐ循環型の仕組みづくりの支援：学びを通じた住民の主体的な地域づくりの支援 

５ 社会教育行政の総合的支援機能の強化：社会教育主事のファシリテーション能力の向上 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基調講義】「地方創生の実現に向けた今後の社会教育行政の在り方」 
～人口減少の時代に社会教育に求められる役割～ 

     ★講師：文部科学省生涯学習政策局社会教育課長 西井 知紀 氏 

実態交流 

自分のまちの現状を振り返る 
地域をもっと好きになるために 

地域を好きになるための取組の要素を考える 
整理 

学習の内容や方法、体制を整理 

地域課題 

課題 課題 

課題 課題 

学びの課題の明確化 

社会教育による 

地域課題の解決に向けた取組 

◆ 活力あるコミュニティの形成 

 ・関係者間の相互学習や「熟議」を通

じた合意形成による地域の絆を強化 

◆ リーダーとなる人材の育成 

 ・コーディネーターの確保 

  地域の課題を総合的に捉え、他者と

の関係を構築できる人材を確保 

 ・社会教育主事の資質･能力向上 

  地域住民間の合意形成や絆の構築に

向けたコーディネート機能を発揮 

社会教育が果たすべき役割 

 

地域住民の課題
解決や地域の方

向性を自分たち
で決めていくプ
ロセスを支援 

研究協議の流れ 

・お互いをよく知っているため、住民

同士の新たな関係づくりが難しい 

・人口減少に対する意識は、地域や住

民、部署間で温度差がある 

・まちの資源が活用されていない 

・ふれあいの場やコミュニケーション

の場が少ない 

・青年層に対しての学習機会が少ない 

・「地域を好きになる学び」は入口であ

り、人口減少に具体的に対応する取

組を考えなければならない 

・社会教育への期待が増している 

 

住民の意識 
地域のコミュニティ 
担い手の学習機会の提供

異世代間交流 
人材の活用 
担い手を意識した取組  

コミュニティの創出 
地域を担う人材の育成

・起業支援教育 

・異世代交流 

・地域を支える人材の育成 

・青年層の意識改革 

・道民カレッジの活用 

・高校生リーダーの育成 

・ジュニアの体験活動 

・行政間の連携 

・行政区を越えた連携 

 

 

行政･地域住民･社会教育関係団体･NPO･企業などの協働による 

・高齢者の活躍によって、親世代、孫 

世代が学び、生活や文化を伝承して 

いく 

・民間を含めた広い視野で地域づく 

りに取り組んでいく 

・他の地域に住む人材を活用する 

・子どもをターゲットにした学びに、 

大人の学びを組み入れる 

・青年層を対象とした事業 

・学校を核とした異性代間でのワー 

クショップ 

 

これからの社会教育行政のしごと

社会教育主事は、もう一度社会教育を見直そう 


